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企業名 業界順位 買収企業 買収国 買収年 
パナソニック 1位 ― ― ― 
日立アプライアンス 2位 ― ― ― 
三菱電機 3位 ― ― ― 
三洋電機 NA ハイアール 中国 2012年 
シャープ NA ホンハイ精密工業 台湾 2016年 
















































































































































































































































場規模は約 2 兆 3,000 憶円であり、図表６-１に示すように、エアコンの売上金額が突出し






No. 製品名 金額（億円） 全体比率 
1 ルームエアコン 6,716 29 % 
2 電気冷蔵庫 4,252 19 % 
3 電気洗濯機 3,189 14 % 
4 電気掃除機 1,089 5 % 
5 ジャー炊飯器 1,241 5 % 
6 その他（上記５品以外） 6,461 28 % 





























































































































































































有効回答数 330(男性 165, 女性 165) 
分析ソフト IBM SPSS Statistics バージョン 25 
コンジョイント分析のみ Rで実施 

















































パナソニック、三菱、日立、東芝、シャープの 2014 年～2017 年 有価証券報
告書より、白物家電関連の利益率のみ抽出。利益率の 4 年間平均により分析する 
（２）検証② 
 パナソニック、三菱、日立、東芝、シャープの 2006 年, 2014 年～2016 年 有
価証券報告書より販管費率を抽出。販管費率の 2006 年、2016 年を使い分析する 
（３）検証③ 





























非常に重視する         まったく気にしない 
1 メーカー・ブランド ５   ４   ３   ２   １ 
2 価格 ５   ４   ３   ２   １ 
3 生産国（どこで生産されたか） ５   ４   ３   ２   １ 
4 省エネルギー性能（電気代が安い） ５   ４   ３   ２   １ 
5 耐久性（壊れやすさ） ５   ４   ３   ２   １ 
6 デザイン性 ５   ４   ３   ２   １ 
7 プレミアム感（高級感） ５   ４   ３   ２   １ 
8 配色（色使い） ５   ４   ３   ２   １ 
9 特徴的な技術が搭載されている ５   ４   ３   ２   １ 
10 製品サイズ（コンパクトであるか） ５   ４   ３   ２   １ 
11 除湿機能の有無 ５   ４   ３   ２   １ 
12 メンテナンス性能（掃除が簡単か） ５   ４   ３   ２   １ 
13 静音性能（静かか） ５   ４   ３   ２   １ 




① N＝330 の被験者に対して、エアコンを購入する際に重視するポイント（14 項目）
に関するアンケートを実施 
② 14 項目を変数として SPSS によるクラスタ分析（Ward 法）を実行 


















































 水準１ 水準２ 水準３ 
メーカー 日系 大手メーカー 日系 中小メーカー 外資 大手メーカー 
価格 40,000 円 80,000 円 120,000 円 
省エネ性能 大 中 小 
特徴的な技術の有無 あり ナシ - 





② 全てのパターンを考慮すると 3×3×3×2＝54 パターンの組合せが考えられるが、
R によりコンジョイントカードの組合せを代表する直交表（9 パターン）を作成し、





商品 メーカー 価格 省エネ性能 
特徴的な技術
の有無 
A 日系 大手メーカー 120,000 円 性能 中 あり 
B 日系 大手メーカー 80,000 円 性能 大 あり 
C 日系 大手メーカー 40,000 円 性能 小 ナシ 
D 日系 中小メーカー 120,000 円 性能 大 ナシ 
E 日系 中小メーカー 80,000 円 性能 小 あり 
F 日系 中小メーカー 40,000 円 性能 中 あり 
G 外資 大手メーカー 120,000 円 性能 小 あり 
H 外資 大手メーカー 80,000 円 性能 中 ナシ 





























































① N＝330 の被験者に対して、エアコンを購入する際に重視するポイント（14 項目）
に関するアンケートを実施。その中で、メーカー・ブランド、価格を除いた 12 項
目を表層サービスに関するアンケートとする。 






















2014 2015 2016 2017 4年平均
パナソニック 2.0% 2.8% 3.8% 4.1% 3.2%
三菱 5.7% 6.5% 6.9% 5.4% 6.1%
日立 2.7% 3.6% 3.5% 4.0% 3.5%
東芝 -7.4% -11.0% -26.0% -6.0% -12.6%
























2006 2014 2015 2016
パナソニック 17.2% 21.0% 22.0% 24.0%
三菱 17.3% 18.0% 18.2% 19.1%
日立 19.3% 23.7% 22.2% 23.0%
東芝 22.0% 14.6% 17.3% 15.3%




















 日経企業イメージ調査とは、日本経済新聞社と日経広告研究所が、過去 40 年以
上にわたり調査を実施し、企業イメージを測定したものである。調査はビジネスパ
ーソン調査と一般個人調査に分かれ、ビジネスパーソン調査は民間有力企業に勤務
する男女ビジネスパーソン 5,000 人以上(2017 年)に対して、一般個人調査は、18







































































































































































































価格 4.41 0.75 ⇒バラツキが小さく重視されている。コモディティ化を象徴
生産国（どこで生産されたか） 3.54 1.06
省エネルギー性能（電気代が安い） 4.35 0.77 ⇒バラツキが小さく重視されている。
耐久性（壊れにくさ） 4.24 0.80 ⇒バラツキが小さく重視されている。
デザイン性 3.27 1.00
プレミアム感（高級感） 2.67 0.99 ⇒あまり重視されていない
配色（色使い） 3.34 0.95
特徴的な技術が搭載されている 3.20 0.99 ⇒あまり重視されていない
製品サイズ（コンパクトであるか） 3.39 0.88
除湿機能の有無 3.67 0.95
メンテナンス性能（掃除が簡単か） 4.06 0.82 ⇒バラツキが小さく重視されている。
静音性能（静かか） 3.95 0.86






































































































































メーカー・ブランド 3.92 2.94 4.24
価格 4.48 4.18 4.59
生産国（どこで生産されたか） 3.81 3.01 3.76
省エネルギー性能（電気代が安い） 4.49 3.85 4.75
耐久性（壊れにくさ） 4.40 3.68 4.68
デザイン性 3.38 2.45 4.15
プレミアム感（高級感） 2.54 2.08 3.68
配色（色使い） 3.40 2.56 4.25
特徴的な技術が搭載されている 3.13 2.64 4.06
製品サイズ（コンパクトであるか） 3.54 2.75 3.98
除湿機能の有無 3.88 2.95 4.25
メンテナンス性能（掃除が簡単か） 4.24 3.41 4.60
静音性能（静かか） 4.16 3.24 4.50
アフターサービスの充実度 3.99 3.16 4.46
人数 144 106 80


























































A [日系 大手メーカー] 　[120，000円] 　 [省エネ性能 中]    [特徴的な機能 あり] 6.01 2.43
B [日系 大手メーカー] 　[80，000円  ]  　[省エネ性能 大]    [特徴的な機能 あり] 7.88 1.58
C [日系 大手メーカー] 　[40，000円  ]  　[省エネ性能 小]　  [特徴的な機能 ナシ] 5.54 2.34
D [日系 中小メーカー] 　[120，000円 ] 　[省エネ性能 大]    [特徴的な機能 ナシ] 5.05 2.08
E [日系 中小メーカー] 　[80，000円   ] 　[省エネ性能 小]    [特徴的な機能 あり] 4.86 1.80
F [日系 中小メーカー] 　[40，000円   ] 　[省エネ性能 中] 　 [特徴的な機能 あり] 5.77 2.00
G [外資 大手メーカー] 　[120，000円 ] 　[省エネ性能 小]    [特徴的な機能 あり] 2.24 1.62
H [外資 大手メーカー] 　[80，000円   ] 　[省エネ性能 中] 　 [特徴的な機能 ナシ] 3.39 1.80
























































































































２乗検定を行った。図表７-２８に消費者属性と表層サービスの関連性を有意水準 1, 5, 
10%で分析した結果を示す。 
図表７-２８：消費者属性と表層サービスの関連性（カイ２乗検定のｐ値） 
年齢 性別 既婚・未婚 子供の有無 住居種別 世帯構成 職業
生産国（どこで生産されたか） 0.197 0.441 0.210 0.218 0.390 0.724 0.067
省エネルギー性能（電気代が安い） 0.455 0.102 0.304 0.422 0.594 0.150 0.035
耐久性（壊れにくさ） 0.305 0.157 0.228 0.906 0.994 0.750 0.075
デザイン性 0.420 0.186 0.411 0.900 0.737 0.154 0.400
プレミアム感（高級感） 0.818 0.109 0.153 0.541 0.651 0.872 0.996




0.205 0.039 0.081 0.015 0.352 0.374 0.228
製品サイズ（コンパクトであるか） 0.317 0.430 0.447 0.287 0.676 0.745 0.876
除湿機能の有無 0.492 0.787 0.873 0.367 0.089 0.486 0.926
メンテナンス性能（掃除が簡単か） 0.182 0.074 0.066 0.348 0.543 0.687 0.511
静音性能（静かか） 0.531 0.511 0.725 0.336 0.463 0.411 0.119











































年齢 性別 既婚・未婚 子供の有無 住居種別 世帯構成 職業
生産国（どこで生産されたか） 0.145 0.501 0.891 0.518 0.449 0.267 0.238
省エネルギー性能（電気代が安い） 0.625 0.026 0.009 0.023 0.425 0.173 0.002
耐久性（壊れにくさ） 0.052 0.078 0.197 0.169 0.987 0.722 0.026
デザイン性 0.881 0.494 0.552 0.093 0.53 0.094 0.424
プレミアム感（高級感） 0.231 0.946 0.602 0.086 0.089 0.956 0.458




0.478 0.365 0.739 0.195 0.78 0.145 0.275
製品サイズ（コンパクトであるか） 0.197 0.477 0.776 0.013 0.139 0.648 0.673
除湿機能の有無 0.406 0.502 0.473 0.573 0.455 0.102 0.668
メンテナンス性能（掃除が簡単か） 0.099 0.768 0.006 0.014 0.132 0.106 0.039
静音性能（静かか） 0.240 0.382 0.213 0.037 0.372 0.164 0.118
アフターサービスの充実度 0.524 0.45 0.265 0.523 0.064 0.254 0.2
有意水準1% で有意
有意水準5% で有意















省エネルギー性能（電気代が安い） 2 2 10 N o.1
耐久性（壊れにくさ） 1 2 4
デザイン性 2 2
プレミアム感（高級感） 2 2























性別 2 1 5
既婚・未婚 2 1 7 N o.3
子供の有無 4 2 10 N o.1
住居種別 2 2
世帯構成 1 1























年齢 性別 既婚・未婚 子供の有無 住居種別 世帯構成 職業
生産国（どこで生産されたか） 0.145 0.501 0.891 0.518 0.449 0.267 0.238
省エネルギー性能（電気代が安い） 0.625 0.026 0.009 0.023 0.425 0.173 0.002
耐久性（壊れにくさ） 0.052 0.078 0.197 0.169 0.987 0.722 0.026
デザイン性 0.881 0.494 0.552 0.093 0.53 0.094 0.424
プレミアム感（高級感） 0.231 0.946 0.602 0.086 0.089 0.956 0.458




0.478 0.365 0.739 0.195 0.78 0.145 0.275
製品サイズ（コンパクトであるか） 0.197 0.477 0.776 0.013 0.139 0.648 0.673
除湿機能の有無 0.406 0.502 0.473 0.573 0.455 0.102 0.668
メンテナンス性能（掃除が簡単か） 0.099 0.768 0.006 0.014 0.132 0.106 0.039
静音性能（静かか） 0.240 0.382 0.213 0.037 0.372 0.164 0.118





































































































































































































































































































 ・企業が重視するべき表層サービス  ⇒  「省エネ性能」、「メンテナンス性能」 
 ・企業が重視するべき消費者属性   ⇒  「既婚・未婚」、「子供の有無」 
 ・重要な表層サービスの中で、企業がターゲットとするべき消費者 
  -省エネ性能    ⇒ 「男性・既婚者」「女性・既婚者」「女性・未婚者」 
              「男性・子供有り」「女性・子供有り」「女性・子供ナシ」 
  -メンテナンス性能 ⇒  男女ともに「既婚者」 
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1. 【図表 A-1】アンケート用紙 
2. 【図表 A-2】アンケート結果（全体） 
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【図表 A-1】アンケート用紙 
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【図表 A-2】アンケート結果（全体） 
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